リスクマネジメント・防災対策委員会の取り組みについて

　リスクマネジメント・防災対策委員会では、社会福祉法人・福祉施設におけるリスクマネジメントの知識を高め、業務の標準化、マニュアルの整理等、各施設・事業所より委員を選出しリスクマネジメントについて整理しています。また、昨年作成した事業継続計画（BCP）について、各事業所との意見交換、情報収集、課題の整理・分析を行い防災体制の改善方法等について検討、職員への周知徹底を行っています。
　今年度は、リスクマネジメントの知識を高めるための研修に参加し、研修内容を共有する勉強会から始めました。その中でサービスの可視化に着目し、業務の標準化の整理を行いました。各事業所のマニュアルや様々な様式について意見交換を行い、標準化について情報を共有しながら、新たなマニュアルの作成、マニュアルや様式の整理、見直しを行いました。また、マニュアルを一覧にすることで、職員への周知徹底、サービスの質の確保と向上のための業務の標準化の必要性の浸透を図っていきます。今後は、リスクマネジャーを中心にリスクマネジメント体制の構築に向けて取り組んでいきます。
　また、昨年度から「社会福祉施設等における事業継続計画（BCP）」の策定に取り掛かり、今年度は、見直しや追加内容の整理、職員への周知方法等意見交換を行いました。事業継続計画とは、利用者・職員の安全確保を第一に優先し、重要な事業を継続、または早期に復旧させるためにあらかじめ策定し、事前の検討や準備を進めていくことができる計画を作成することで、「福岡市手をつなぐ育成会　防災管理体制規程第一条（目的）」にも、法人に重大な損害を与える「災害」が発生した場合の応急対策、復旧対策の基本を定めることにより、総合的かつ計画的な体制の整備及び推進を図り、もって法人の秩序の維持と事業活動の継続に資する事を目的としています。「社会福祉施設等におけるBCPの有用性に関する調査研究事業」において作成された、社会福祉施設等におけるBCP様式をもとに、書面上だけではない、実際に活用できる事業継続計画になるように今後も取り組んでいきます。



